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統計データ



RESAS

引用：ＲＥＳＡＳ（https://resas.go.jp）
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RESAS

引用：ＲＥＳＡＳ（https://resas.go.jp）



e-Stat

引用：e-Stat（https://www.e-stat.go.jp）



個人作成（宮崎県落合氏）
https://kenzkenz.xsrv.jp/statbox

宮崎県限定であるが、データを差し替えることで全国で利用できる

https://kenzkenz.xsrv.jp/statbox


このようなアプリケーションで
利用するためには、

単純な表形式データであることが必要
機械が読みやすいデータ



作るのが簡単なのは
CSVファイル

ソフトはExcelがあればOK！



ここがダメだよ
（機械が読みずらい）

Excelデータ



項目名などの
セルが結合されている

項目名が省略されていたり、
「〃」で表示されている

数値の表示にスペースや
カンマが入っている



マイナス値を「△」など
で表示されている

データに数字と文字列が
混じっている



項目名が
省略されている



別の単位のデータが
ひとつの表になっている



•年度ごとに行列の並びが変化する
•項目名の標記に揺れがある
•単位が分からない
•同じ名前の項目名がある

etc・・・・





「ファイル」→「名前を付けて保存」
でCSVで保存



位置情報データ



公共施設一覧や避難場所等は、
緯度経度を記録することで
地図上にプロットできる



CSVファイルに緯度経度を記入

音更町 AED設置箇所



GISで見てみよう



AED設置箇所をGISで表示
慣れれば10分もあれば地図化できる



WebGISの「ひなたGIS」を使うと
ドラッグアンドドロップで
地図化できます。

（ただし、Google Chromeを使用する）



緯度経度付きのCSVファイルを
ドラッグアンドドロップ



地図にポイントを表示できる



• ポイントの色の変更
• クリックで属性表示



• ボロノイ図の作成
などができます



位置情報はどうやって付けるか？



注意！



GoogleMapを使って
住所や施設名を検索した
アドレス検索の結果は

オープンデータでは使えません。
位置情報データベースにも
著作権があります。



Googleのマイマップで作成した
KMLファイルは、

そのままオープンデータにはできません
（残念ながら）



位置情報はどうやって付けるか？



地理院地図



建物データの精度は
いまいちだけど、道路は正確



中心の十字を調べたい建物に合わせ、
緯度経度をコピーして貼り付け



位置情報データベース



北海道オープンデータポータルに
CSVファイルが置いてあります



施設名に緯度経度を付けた
データベースファイルです
ここから検索して、

緯度経度をコピーします



施設名が一致すれば、
Vlookup関数でも

緯度経度を確認できます



利用者が使いやすい形で
データを提供できればいいですね


